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目当ての特産品を求めて 町農産物加工販売施設
「ピュア」オープン

　６月22日㈯、町農産物加工販売施設「ピュア」が待望のオープンを迎えました。オープニングは中里高校
ブラスバンド部による演奏後、小野町長が集まった来場者に歓迎のあいさつと同施設の魅力などを紹介しまし
た。関係者のテープカットと同時に子どもたちがバルーンをリリース。空に舞うたくさんの風船を見上げる来
場客から歓声が湧き上がりました。
　ついに売り場がオープンし、待ち兼ねた来場者がさっそく目当ての野菜などを求め、店内は買い物かごが足
りなくなるくらいの大盛況となりました。また、駐車場ではテント村が併設され、海産物や加工品が販売され
ました。
　オープン後も会場を盛り上げようと、中里幼稚園、中里保育所、薄市保育所、小泊保育所がそれぞれかわい
いダンスなどを披露し、応援にきた家族や地域の人たちが声援を送っていました。

にぎわう直売所

小泊保育所

中里幼稚園

中里保育所

薄市保育所
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「
ピ
ュ
ア
」
の
オ
ー
プ
ン
後
、
パ
ル

ナ
ス
に
て
昨
年
度
３
月
に
完
成
し
た
町

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と
町
農
産
物

加
工
販
売
施
設
「
ピ
ュ
ア
」
の
合
同
落

成
式
が
行
わ
れ
、
町
関
係
者
や
工
事
関

係
者
約
60
人
が
出
席
し
２
施
設
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
処
分
場
は
、
従
来
の
中
里
、
小
泊
の

両
施
設
が
飽
和
状
態
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
代
替
す
る
新
施
設
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
「
ピ
ュ
ア
」
は
、
加
工
施
設
や

広
い
販
売
所
を
完
備
し
、
農
産
物
の
生

産
・
加
工
・
販
売
を
行
う
６
次
産
業
化

を
進
め
、
農
家
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
町
長
か
ら
、
２
施
設
の
設
計
や

施
工
に
携
わ
っ
た
株
式
会
社
環
境
工
学
、

東
洋
建
設
株
式
会
社
東
北
支
店
、
田
中

建
設
株
式
会
社
、
株
式
会
社
川
島
隆
太

郎
建
築
事
務
所
、
株
式
会
社
鹿
内
組
へ

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２施設の稼働を祝う 町一般廃棄物最終処分場 落成式町農産物加工販売施設

工事関係者へ感謝状

一般廃棄物最終処分場

農産物加工販売施設
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スポット

ライト－Spotlight－
　

開
会
式
で
は
、白
岩
隆
逸
大
会
長
が「
人

間
笑
え
ば
脳
が
活
性
化
さ
れ
る
。
た
く
さ

ん
笑
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
選
手
宣
誓
は
小
泊
チ
ー
ム
代
表
の

中
山
禮
津
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

中
里
、
武
田
、
内
潟
、
小
泊
の
４
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
大
会

種
目
は
、
股
ボ
ー
ル
送
り
、
玉
入
れ
、
パ

ン
食
い
、
輪
投
げ
、
文
字
合
わ
せ
、「
お
ど
、

お
が
」
さ
が
し
、
リ
レ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、

こ
の
う
ち
「
お
ど
、
お
が
」
さ
が
し
競
技

（
封
筒
に
あ
る
名
前
と
中
間
地
点
に
い
る

　

今
泉
賽
の
河
原
例
大
祭
が
６
月
23

日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
雨
が

心
配
さ
れ
、
こ
の
日
も
早
朝
は
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
会
式
に
は

晴
天
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

霊
場
に
は
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、

色
あ
ざ
や
か
な
衣
装
を
着
た
33
体
の

地
蔵
に
祈
り
を
捧
げ
、
先
祖
の
霊
を

供
養
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
例
大
祭
は
、
今
泉
賽
の
河
原

講
中
運
営
委
員
会
が
実
施
主
体
と
な

り
、
霊
場
内
の
広
場
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
薄
市
小
の
合

唱
や
な
に
も
さ
さ
、
薄
市
保
育
所
の

歌
や
ダ
ン
ス
発
表
、
中
里
三
味
線
会

に
よ
る
演
奏
や
踊
り
、
中
里
中
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
ふ
る
さ
と
交
流
歌
謡

シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い
な
ど
の
芸
能
発

表
が
披
露
さ
れ
、
参
拝
者
を
喜
ば
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ッ

プ
く
じ
引
き
な
ど
各
種
ゲ
ー
ム
も
企

画
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

同
じ
名
札
の
「
お
ど
、
お
が
」
を
見
つ
け

て
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
す
る
）は
、
相

手
を
間
違
う
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
続
出
。
そ

の
た
び
に
応
援
席
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声

が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
種
目
の
体
育
セ
ン
タ
ー
を

往
復
す
る
リ
レ
ー
で
は
、
高
齢
者
と
思
え

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
の
真
剣
勝
負
。

敵
味
方
関
係
な
く
「
ガ
ン
バ
レ
ー
」
と
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
中
ケ
ガ
も
な
く
各
競
技
を
争
っ
た

結
果
、
１
位
小
泊
、
２
位
内
潟
、
３
位
中

里
、
４
位
武
田
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
６
月
13
日
㈭
、
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
３
５
０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
走
っ
て
、
笑
っ
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

祖先供養と仏供養 今泉賽の河原例大祭

「おが」さがし競技

応援席

祈りを捧げる参拝者

ドップくじ引き
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まちの話題 Topics

恒例となった中泊町長杯グラウンド・ゴルフ大会
が６月12日㈬、総合運動公園で開催されました。

　やや風の強いコンディションであったものの晴天に
恵まれ、県内各地から集まった約270名が設けられた
各コースを巡り「ナイスショット、惜しい」など互い
に声をかけながらプレーを楽しみました。

権現少年剣道クラブの鈴木稔生くん（小泊小６年）
と角田監督が５月28日㈫、全国大会出場の報告

のため役場を表敬訪問しました。
　同クラブは、５月25日㈰の全国道場少年剣道大会県
予選会を突破し、７月30日㈫日本武道館で行われる全
国大会へ出場します。
　町長の激励に鈴木くんは、「初めての全国大会で緊張
するけど大将としてクラブを引っ張り、優勝を目指し
てがんばりたい」と答えていました。
　鈴木くんを小学校１年から指導している角田龍二監
督は、「クラブでは22年ぶりの出場で喜ばしいこと。休まず稽古を積んだから全国に行けたと思う。まずは、初戦突破し
て欲しい」と話していました。

五所川原市菊ヶ丘運動公園で６月22日㈯、あすなろ友の会北五支部グラウンドゴルフ
大会が開かれ、会員43人が上位目指して汗を流しました。

　大会結果は、Ａ組１位　古川キサ、古川慎造、岩田光子、Ｂ組１位　加藤良子、３位　
葛西和江と中泊町民が活躍しました。

平成25年度青森県小学生ソフトテニス選手権大会が６月８日㈯、おいらせテニ
スコートで行われ、中泊ジュニアソフトテニスクラブ所属の木村颯太選手（中

里小６年）が男子個人の部で見事１位に輝きました。
　この試合は８月に山梨県甲府市で行われる全国大会予選も兼ねていたため、木村
くんは全国大会への切符を手にしました。県代表としても活躍が期待されます。
　中泊ジュニアソフトテニスクラブ（代表　小野瑠美子）は、毎週３回（午後７時～
９時まで）、体育センターで楽しんで練習しています。

22年ぶりの全国大会へ
権現少年剣道クラブ全国大会出場

ナイスショット
町長杯グラウンド・ゴルフ大会

木村くんが全国の舞台へ
中泊ジュニアソフトテニスクラブ

町選手が活躍
あすなろ友の会北五支部グラウンドゴルフ大会
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まちの話題Topics

ピュア近くの体験ほ場で６月３日㈪～４日㈫、中里
小学校１～４年生がそれぞれ、さつまいも、枝豆、

ポップコーン、かぼちゃの植え付けを体験しました。
　学習の一環として行われたこの体験は、中泊町グリー
ンツーリズムの会「かけはし」の会員たちが先生となっ
て、注意点などを説明し、１年生20人がさつまいも、
２年生30人が枝豆、３年生38人がポップコーン、４年
生30人がかぼちゃを植え付けしました。
　枝豆の植え付け体験をした２年生は、土を覆ったマル
チに穴あけ器で30センチ間隔で穴をあけ、大豆を２粒ずつ植えていきました。仕上げに雑草が生えないよう通
路にわらを敷き詰めました。体験した児童はに「わら転がしが楽しかった、お腹すいた」と周囲を笑わせていま
した。今回植えた種や苗は、9月末に収穫するそうです。

中里小６年生47人が中里地域の歴史と文化を学びました。１
回目の６月13日㈭は、博物館を訪れ、模型や中里城跡から

出土した土器や農具などの説明を受けました。児童たちは熱心に
メモをとりながら縄文時代から平安時代の生活を学びました。
　２回目の26日㈬は博物館で学んだ知識を生かしながら実際に
中里城跡を見学し、当時の生活状況などを確認しました。
　質問コーナーでは「当時の平均気温はどうか、ペットはいたか、
交易はあったのか、海面の高さは現在と比べてどうか」などと聞
いていました。

薄市小５年生15人が６月25日㈫、町や学校周辺の上下水
道の状況を学びました。上下水道課にある浄水場を見

学し、中里地域は教科書にあるようなダムではなく地下水
を活用しているなど職員の説明を受けました。続いて、豊
岡の下水処理場に移動し、設備の説明や町の下水道の整備
状況などの説明を受けました。
　児童からは「塩素はどこから入れているのか。一日どれ
くらいの水を配水しているか」など質問がでていました。

なんでも行政相談
日　時…７月16日㈫ 午前９時～12時

場　所…中央公民館

行政相談委員…秋　元　武　弘、藪田由比子
※�行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

７月24日　竹　内　恭　一、荒　関　徳　勝

８月14日　葛西嘉四次、秋　元　武　弘

７月17日　竹　谷　利　男

　　　　　藪田由比子

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～午後２時

秋の収穫を楽しみに
中里小1～4年生が植え付け体験

昔の人々の暮らしを学ぶ
中里小６年ふるさと何でも学習

 町の上下水道を学ぶ
薄市小５年ふるさと何でも学習
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広 告

子どもたちの健全育成を目的としたチャリティゴルフ
大会が６月15日㈯、鰺ヶ沢町のナクア白神ゴルフコ

ースで行われ、大会後の表彰式でチャリティ金が贈呈され
ました。
　この大会には、総勢93人（25組）のゴルファーが参加し、
プレーを楽しみながらチャリティ募金に貢献していました。
　９回目の今年は、武田小にチャリティ金が贈られ、同校
の教育活動に使われるとのことです。同大会では毎年、学
校や福祉施設などさまざまなところにチャリティ金を贈呈
しています。

株式会社平山建設の平山久宗代表取締役が、６月19日
㈬に役場を訪れ、町で活用して欲しいとユニットハ

ウスの目録を町長に贈呈しました。
　これに対して町長からは、感謝状が手渡されました。町
では小泊地域の観光施設として活用していく予定です。

武田小へチャリティ金贈呈
チャリティゴルフ大会開催

町で活用して欲しい
㈱平山建設がユニットハウスを寄贈
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中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

広 告
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■
７
月
21
日
の
投
票
時
間

　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

■
町
内
で
投
票
で
き
る
人

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
す
。

○ 

満
㆓₀
歳
以
上
の
人（
平
成
５
年
７

月
㆓㆓
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

○ 

町
に
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る

人（
平
成
㆓⓹
年
４
月
３
日
以
前
に

転
入
届
が
出
さ
れ
て
い
る
人
）

■
期
日
前
投
票

　

 

現
在
、
投
票
を
行
っ
て
い
ま
す
。

投
票
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
７
月
㆓₀
日
㈯
ま
で

　

午
前
８
時
3₀
分
～
午
後
８
時

○
投
票
場
所

　
中
里
地
域
…
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

　
小
泊
地
域
…
小
泊
支
所
第
１
研
修
室

※ 

住
所
登
録
の
地
域
で
し
か
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

入
場
券
が
な
く
て
も
名
簿
に
名
前

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

 

法
改
正
に
よ
り
、
今
回
の
選
挙
か

ら
「
成
年
被
後
見
人
」
も
投
票
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
期
日
…
平
成
㆓⓹
年
８
月
1⓹
日
㈭

　

午
前
1₀
時
3₀
分（
記
念
撮
影
1₀
時
）

■ 

場
所
…
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
パ

ル
ナ
ス
」

■ 

対
象
者
…
平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

該
当
す
る
人
に
は
７
月
中
旬
ま
で

に
、
案
内
文
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
有
無
を
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
転
出
等
で
住

所
が
な
い
人
に
は
実
家
に
送
付
い
た

し
ま
す
。）

　

夏
場
に
な
る
と
、
ゴ
ミ
の
水
分
量

が
増
え
、
乾
燥
し
て
い
る
ゴ
ミ
と
比

べ
焼
却
処
理
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
水
分
を
減
ら
す
こ
と
で
ゴ
ミ

処
理
費
用
の
削
減
と
減
量
に
大
き
な

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

水
切
り
を
し
な
い
と
袋
が
破
れ
や

す
く
、
悪
臭
の
原
因
や
カ
ラ
ス
や
猫

の
エ
サ
場
に
な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
収
集

車
に
積
み
込
む
と
き
、
作
業
員
に
汚

水
が
飛
び
散
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

参
議
院
議
員
選
挙

投
票
日
は
７
月
21
日
㈰

そ
の
１
票
、
捨
て
て
し
ま
う

の
は
〝
も
っ
た
い
な
い
〟

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問

１
９
１

内

平
成
25
年
度
町
成
人
式
開
催
!!

教
育
委
員
会
教
育
課

問☎（
⓺⓽
）２
１
１
１

２
６

内

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

役
場
環
境
整
備
課
衛
生
係

問

２
３
５

内



町からのお知らせ　　HOT INFORMATION

9 平成25年７月号

広 告 広 告

N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
JU
L 
20
13
.

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
す
で
に
２

年
以
上
が
経
過
し
、
被
災
地
で
は

早
期
復
興
に
向
け
、
懸
命
な
活
動

が
着
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
東
日
本
大
震
災
や
3₀
年

前
に
発
生
し
た
日
本
海
中
部
地
震

の
教
訓
を
絶
対
に
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
小
泊
地
域
を
対
象
と
し
た
総

合
防
災
訓
練
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
山
口
大
学
大
学
院
准
教

授
・
瀧
本
浩
一
氏
を
お
招
き
し
講

演
会
も
開
催
し
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
訓
練
に

参
加
く
だ
さ
い
。
対
象
地
域
の
住

民
に
は
後
日
、
チ
ラ
シ
で
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時
…
平
成
㆓⓹
年
９
月
８
日
㈰

　

午
後
㆒
時
～
４
時
1₀
分 

予
定

※ 

な
お
、
災
害
等
の
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
訓
練
を

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
７
月
3₀
・
31
日

　
　

午
前
９
時
～
11
時
頃

※
制
作
に
２
日
間
か
か
り
ま
す

■
場
所
…
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■ 

対
象
…
町
民（
親
子
で
の
参
加

大
歓
迎
）

■
募
集
人
員
…
1⓹
人
程
度

（
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
）

■ 

受
講
料
…
金
魚
ね
ぶ
た
１
個
に

つ
き
3
0
0
円

■
申
込
締
切
…
７
月
㆓3
日
㈫

　

幼
児
・
小
学
生
向
け
の
映
画
で

す
が
、
父
母
、
高
齢
者
の
人
で
も

楽
し
め
る
内
容
で
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
映
画
名

　

 

ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
「
ド
ナ
ル
ド

の
磁
石
騒
動　

他
」（
⓺柒
分
）

■
日
時
・
場
所

８ 

月
５
日
㈪
…
午
前
1₀
時
～
中
里

小
家
庭
科
室
／
午
後
１
時
3₀
分

～
武
田
小
音
楽
室

８ 

月
６
日
㈫
…
午
前
1₀
時
～
薄
市

小
児
童
ク
ラ
ブ
室
／
午
後
１
時

3₀
分
～
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー

※
入
場
・
鑑
賞
は
無
料
で
す
。

■
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

　

８
月
１
日
㈪
に
被
保
険
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
７
月
下
旬
に
町
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成
㆓柒

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。（
保
険
料

滞
納
な
ど
の
理
由
で
納
付
相
談
が

必
要
な
人
は
、
有
効
期
限
・
更
新

時
期
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
８
月

１
日
㈪
以
降
に
町
民
課
老
保
年
金

係
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で

も
で
き
ま
す
）

・ 

内
容
を
確
認
し
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
民
課
老
保
年
金
係

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・ 

新
し
い
被
保
険
者
証
に
は
、
裏

面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が

記
入
で
き
ま
す
。（
義
務
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）

・ 
所
得
状
況
な
ど
で
、
８
月
１
日

か
ら
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

に
つ
い
て

︽ 

平
成
❷❹
年
度
に
交
付
を
受
け
て

い
る
人
︾

　

現
在
お
使
い
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は
、
平

成
㆓⓹
年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。

　

所
得
状
況
な
ど
で
、
平
成
㆓⓹
年

度
も
引
き
続
き
低
所
得
Ⅱ
や
低
所

得
Ⅰ
と
判
定
さ
れ
た
人
へ
は
、
新

し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
更
新
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
認
定
証
の
有
効
期
限
は
平

成
㆓⓺
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
日
時
…
９
月
1⓺
日
㈪

　
　
　
　

午
前
1₀
時
～

■
場
所
…
町
体
育
セ
ン
タ
ー

■ 

参
加
対
象
…
会
場
の
都
合
な
ど

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
か
９

月
1⓹
日
現
在
で
⓺⓹
歳
以
上
の
人

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
日
は
次
の
顕
彰
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役

場
福
祉
課
ま
た
は
小
泊
支
所
に
８

月
９
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い（
⓼⓼
歳
長
寿
者
は
申
請
不
要
）

① 

❽❽
歳
長
寿
者
…
大
正
13
年
９
月

1⓺
日
～
大
正
1㆕
年
９
月
1⓹
日
に

生
ま
れ
た
人
。

※
該
当
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す

② 

婚
❺⓪
年
金
婚
夫
婦
…
昭
和
3柒
年

９
月
1⓺
日
～
昭
和
3⓼
年
９
月
1⓹

日
に
婚
姻
入
籍
し
た
夫
婦

③ 

婚
❻⓪
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

昭
和
㆓柒
年
９
月
1⓺
日
～
昭
和
㆓⓼

年
９
月
1⓹
日
に
婚
姻
入
籍
し
た

夫
婦

総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

（
袰
内
地
区
を
除
く
小
泊
地
域
）

１
１
７

内

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

問金
魚
ね
ぶ
た
づ
く
り
教
室
開
催

☎（
⓹柒
）２
３
４
１

中
央
公
民
館

問

映
画
会
行
い
ま
す

☎（
⓹柒
）２
３
４
１

中
央
公
民
館

問

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
の
み
な
さ
ま
へ

０
１
７（
７
２
１
）３
８
２
１

☎

１
３
４

内

役
場
町
民
課
老
保
年
金
係

問

平
成
25
年
度
敬
老
会

顕
彰
者
の
申
請
を
受
付
中

１
２
２

内

福
祉
課
福
祉
推
進
係

問
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　同性３名のグループで指定された飲食店３軒を順番に回り、各店で違う異性グ
ループと３対３の合コンを楽しみます。パートナー探し、気の合う友達づくり、素
敵なお店の発見など、大切な出逢いを提供し、地域の活性化を図るイベントです。

■日　時…８月31日㈯ 19：00～22：00 （受付 17：30～18：15）

■場　所…五所川原中心市街地飲食店

■募 集人員…100組300名（男女各50組・150名）

　　　　　　同性グループ３人１組でお申し込みください。

■参 加資格…20歳以上の独身者（要年齢確認）

■参加料…男性4,000円／女性3,000円 （お一人様、前金にて）

■申 込期限…７月31日㈬ （定員に達し次第締切） 

＊詳しくはHP（http://go-go-match.com）

■申込先…㈳五所川原市観光協会（JR五所川原駅観光案内所）

■お問い合わせ先

　　　五所川原商工会議所青年部事務局 ℡35－2121㈹

　　　　直通　℡090－2985－7995 ／ ℡080－4512－4130

五ーGOーまっちこん
～真夏の街コン大開催～

参
加
者募

集

N
AKAD

O
M
ARI PU

BLIC RELATIO
N
S　
JU
L 2013.

■
受
験
資
格

○
警
備
官

① 

平
成
㆓⓹
年
４
月
１
日
で
高
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
及
び
平
成
㆓⓺
年

３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
上
記
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

○
警
備
官︵
社
会
人
︶

　

 

昭
和
㆕⓼
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人（
右
記
①
の
期
間
を
経

過
し
た
人
及
び
人
事
院
が
そ
れ
に

準
ず
る
と
認
め
る
人
に
限
る
）

■
受
付
期
間
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
㆓3
日
㈫
～
８
月
１
日
㈭

　

 

郵
送
ま
た
は
持
参　

７
月
㆓3
日

㈫
～
７
月
31
日
㈬

■
１
次
試
験
日
…
９
月
㆓⓽
日
㈰

※
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
先
ま
で

■
応
募
資
格

○ 
航
空
学
生（
海
上
、
航
空
）…
平

成
㆓⓺
年
４
月
１
日
現
在
、
高
卒

者（
見
込
み
を
含
む
）で
1⓼
歳
以

上
㆓1
歳
未
満（
平
成
５
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
）

○ 

一
般
曹
候
補
生（
陸
上
、
海
上
、

航
空
）…
平
成
㆓⓺
年
４
月
１
日

現
在
、1⓼
歳
以
上
㆓柒
歳
未
満（
昭

和
⓺㆓
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人
）

○ 

自
衛
官
候
補
生（
陸
上
、
海
上
、

航
空
）…
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
、
1⓼
歳
以
上
㆓柒
歳
未
満

■
第
１
次
試
験
日

○
航
空
学
生
…
９
月
㆓1
日
㈯

○
一
般
曹
候
補
生
…
９
月
1⓺
日
㈪

○ 

自
衛
官
候
補
生

　

 

男
子　

９
月
㆓⓺
日
㈭
・
㆓柒
日
㈮

　

女
子　

９
月
㆓⓹
日
㈬

■ 

受
付
期
間
…
８
月
１
日
㈭
～
９

月
６
日
㈮（
締
切
日
必
着
）

※
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
先
ま
で

　

可
燃
性
ガ
ス
･
酸
素
を
使
う
金

属
の
溶
接
、
溶
断
、
加
熱
に
つ
い

て
の
講
習
会
で
す
。

■
日
時
…
７
月
㆓⓹
日
㈭
～
㆓⓺
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所
…
西
北
労
働
基
準
協
会

■
受
講
資
格
…
満
1⓼
歳
以
上

■ 

締
切
…
７
月
1⓽
日
㈮
か
定
員
㆕₀

人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
先
ま
で

　町では、公平に納税していただくという観点から、青
森県が昨年４月に設立した「県市町村税滞納整理機構」
に参加し、徴収の強化を図っています。この機構は、市
町村税の滞納を減らしたり、徴収率を向上させるため、
県市町村総合事務組合と県が連携して設立したものです。
■滞納整理機構とは？
　 　滞納整理を専門に行う機関で、県市町村総合事務組

合職員と青森県からの派遣職員などで構成されます。
　 　機構は、町から移管された滞納の案件を、広範囲で

徹底した調査をし、換金できる財産を見つけ、これら
を差し押さえ・公売することで町税を徴収します。

■差し押さえの対象
　 　土地、建物、給与、預貯金、売掛金、自動車、電化

製品、貴金属など、法律で認められたあらゆる財産
■機構への移管対象となる人
○移管予告通知書を送付しても納税相談や連絡がない人
○ 催告に応じない又は納税約束が継続履行されず差押え

など滞納処分が必要な人
○資産や収入があるにもかかわらず納税しない人
○滞納額が高額な人
　など
■機構に移管された人は
　　機構が滞納整理の権限を持ちます。
　 　このため、機構に移管された人は、役場会計課への

納付や、税務課での納税相談ができなくなります。
※ お早めの納付にご協力を。やむを得ない事情があり納

税が難しい場合は、早めに役場税務課へご相談くださ
い。

７
月
31
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
・
１
４
５　

問内

固 

定 

資 

産 

税 

２
期

国
民
健
康
保
険
税 

１
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人
の

引
き
落
と
し
日
は
７
月
❷❺
日
㈭

で
す
。
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
国
警
備
官
を
募
集
し
ま
す

☎
０
２
２（
２
５
６
）６
０
７
６

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

問

平
成
25
年
度
自
衛
官
募
集
中

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

 

五
所
川
原
地
域
事
務
所

問（
叅⓹
）２
３
０
５

☎

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

問☎（
叅⓹
）６
３
３
６

県市町村税滞納整理機構の役割
問  役場税務課 内  142・143
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.

　

登
記
に
関
す
る
こ
と
や
、
相
続
、

成
年
後
見
、
借
金
問
題
な
ど
、
法

律
の
お
悩
み
に
司
法
書
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

︽
司
法
書
士
の
日 

無
料
相
談
︾

■
日
時
…
８
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
1₀
時
～
午
後
３
時

■
場
所
…
青
森
県
司
法
書
士
会
館

　

予
約
不
要
で
す
が
、
時
間
指
定

な
ど
ご
希
望
は
受
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
、

具
体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る

と
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
日
以
外
で
も
、
青

森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
℡
０
１
２
０

－

９
４
０

－

２
３
０
）で
ご
案
内
や
司
法
書
士

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ

　
　

わ
が
家
の
「
家
族
の
日
」

■
募
集
作
品

　

①
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

　

②
家
族
へ
の
手
紙

■ 

対
象

　

 

①
県
内
の
小
・
中
学
生　

②
県

内
在
住
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

■
募
集
締
切
…
８
月
3₀
日
㈮
ま
で

※ 

応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
弘
前
分
室
が

弘
前
合
同
庁
舎
か
ら
弘
前
駅
前
の

「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」（
旧
ジ
ョ
ッ
パ

ル
）３
階
に
移
転
し
ま
す
。

○
現
在
の
窓
口
の
営
業
終
了

　

平
成
㆓⓹
年
７
月
㆓⓺
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

○
移
転
後
の
窓
口
の
営
業
開
始

　

平
成
㆓⓹
年
７
月
㆓⓽
日
㈪

　

午
前
８
時
3₀
分
か
ら

※ 

移
転
後
の
窓
口
の
ご
案
内（
時

間
・
電
話
と
も
に
こ
れ
ま
で
と

同
じ
）

◇ 

受
付
時
間

　

 

申
請
及
び
交
付
午
前
８
時
3₀
分

～
午
後
５
時
1⓹
分（
土
日
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　

☎
０
１
７
２（
3㆕
）６
０
０
９

日　時…９月29日㈰ 午後２時～４時
会　場… 五所川原市ふるさと交流圏民センター（オルテンシ

ア） 小ホール
テーマ…「おなかのがんについて知ろう」
司　会…高杉滝夫（西北中央病院）
１「おなかのがんの予防」
　　講師… 中路重之（弘前大学大学院医学研究科 社会医学講座）
２「ピロリ菌と胃がん」
　　講師… 相澤　秀（西北中央病院 第一内科）
３「胃・大腸がんの内視鏡的治療」
　　講師… 小山隆男（西北中央病院 第一内科）
４「肝炎と肝臓がん」
　　講師… 高橋敏之（西北中央病院 第一内科）
参加申込
◎入場無料、定員350名
◎ ご来場者に『メタボリメジャー』

をプレゼントします。
　 （おへそまわりサイズをこまめに

チェック。BMI（肥満度の指標）
を調べる機能も付いています）

◎ 事前のお申込みが必要です。お電話・またはメール（①代
表者氏名・②住所・③参加人数を記載）で問合せ先までお
申込みください。

・五所川原甚句保存会　６月16日㈰に来園され、
五所川原甚句をはじめ全12演目を披露してくだ
さいました。入所者のみなさんも生の民謡、三味
線演奏に大変喜んでいました。

・町老人クラブ連合会女性部　６月６日㈭に来
園され、竹内恭一さんが寄贈した花苗をきれいに
植えていただきました。入所者は花壇を眺めなが
ら「きれいだな」と喜んでいました。

・竹内恭一（中泊町） ……………………花苗

司
法
書
士
会
か
ら

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

０
１
７（
７
７
６
）８
３
９
８

☎
青
森
県
司
法
書
士
会

問

「
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
弘
前

分
室
」
移
転
の
お
知
ら
せ

０
１
７（
７
７
７
）４
４
９
９

☎
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
旅
券
グ
ル
ー
プ

問

毎
月
第
3
日
曜
日
は﹁
家
庭
の
日
﹂

作
品
募
集
中

０
１
７（
７
３
４
）９
２
２
６

☎
青
少
年
育
成
青
森
県
民
会
議

問http://www.pref.aomori.lg.jp/life/
family/kenminkaigi.html

HP

日本消化器病学会東北支部
第62回市民公開講座

問  つがる西北五広域連合西北中央病院 管理課経営企画係
☎  35－3111 内  381 FAX 35－0009
Mail keiei-kikaku@seihoku-hosp.com

慰　
問

寄贈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
介
護
が
必
要

に
な
る
前
に
で
き
る
こ
と
や
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
、

福
祉
や
健
康
、
日
々
の
暮
ら
し
な

ど
に
関
す
る
知
識
を
、
楽
し
く
・

分
か
り
や
す
く
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
﹃
出
前
講
座
﹄
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
、
み

な
さ
ん
の
地
域
に
出
向
い
て
講
座

を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
婦
人
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
集
ま
り
に

も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
人

　

原
則
と
し
て
、
町
内
に
在
住
、

■
利
用
料
金

　

講
師
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
会

場
使
用
料
や
実
習
な
ど
を
行
っ
た

場
合
の
材
料
費
は
受
講
者
に
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
「
出
前
講
座
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
受
講
希
望
日
の

１
ヶ
月
前
ま
で
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

在
勤
、
在
学
す
る
人（
少
人
数
で

も
受
付
し
ま
す
）。

■
利
用
日
と
時
間

　

原
則
と
し
て
、
受
講
者
の
ご
都

合
に
合
わ
せ
ま
す
。
時
間
は
、
講

座
内
容
に
応
じ
て
、
3₀
～
⓽₀
分
ほ

ど
で
す
。

■
会
場
の
準
備

　

受
講
者
に
ご
用
意
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
で
の

申
込
み
も
受
付
け
い
た
し
ま
す
。

■
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー 

例

・ ﹃
認
知
症
の
予
防
や
理
解
﹄（
⓺₀

分
程
度
）

　

 

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
中
泊

町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

・ ﹃
介
護
保
険
の
上
手
な
使
い

方
﹄（
3₀
分
程
度
）

　

 

～
い
つ
介
護
保
険
を
使
え
ば
い

い
の
？
な
ど
、
上
手
な
使
い
方

を
学
び
ま
す
。

＊ 

メ
ニ
ュ
ー
は
一
例
で
す
。
ほ
か

に
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

試験
職種

採用予
定人員 受　　験　　資　　格 試験の日時・場所・内容

消 

防 

職 

Ⓐ

４
人
程
度

⑴ 昭和58年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれ、高等学校卒業以上の学歴を有す
る人または平成26年３月に卒業見込みの人

⑵採用時において、五所川原市に居住できる人
⑶身体が健全であること
⑷ 視力（矯正視力を含む）が両眼で0.8以上かつ

一眼で0.5以上であること
　 　赤色、青色及び黄色の色彩の識別ができること
⑸ 自動車運転免許の普通免許（オートマチック車

限定を除く。以下同じ）を所持している人または
採用の日までに普通免許を取得できる人（ただ
し、平成26年３月に卒業見込みの人は、採用
後１年以内に普通免許を取得できる人）で、採
用後５年以内に大型免許を取得できる人

第１次試験
☆日時…９月22日㈰

　　　　　午前９時

☆場所… 消防本部

☆内容…①教養試験

　　　　②消防適性検査

　　　　③体力測定

第２次試験（予定）
☆日時…10月20日㈰

☆場所 …消防本部

☆内容…①作文試験

　　　　②面接試験

消 

防 

職 

ʙ

２
人
程
度

⑴ 昭和58年４月２日以降に生まれ、救急救命士
の資格を有する人もしくは救急救命士養成専
門学校を卒業した人もしくは平成26年３月に卒
業見込みの人または短期大学（専門学校※１含
む）卒業以上の学歴を有する人もしくは平成26
年３月卒業見込みの人であって、採用後、救急
救命士養成研修所に入所可能な人

　※１  学校教育法第125条第３項に規定する
「専修学校の専門課程」修業年限２年以
上の専門学校

⑵採用時において、中泊町に居住できる者
⑶身体が健全であること
⑷ 視力（矯正視力を含む）が両眼で0.8以上かつ一

眼で0.5以上であること
　 　赤色、青色及び黄色の色彩の識別ができること
⑸ 自動車運転免許の普通免許（オートマチック車

限定を除く。以下同じ）を所持している人または
採用の日までに普通免許を取得できる人（ただ
し、平成２６年３月に卒業見込みの人は、採用
後１年以内に普通免許を取得できる人）で、採
用後５年以内に大型免許を取得できる人

第１次試験
☆日時…９月22日㈰

　　　　　午前９時

☆場所…消防本部

☆内容…①教養試験

　　　　②消防適性検査

　　　　③体力測定

第２次試験（予定）
☆日時…11月３日㈰

☆場所…中里消防署

☆内容…①クレペリン検査

　　　　②面接試験

☆試験案内及び受験申込書
　 ７月12日㈮から平日の午前８時30分～午後５時15分に消防本部

総務課及び各消防署（金木、市浦、鶴田、中里、小泊）で配布します。

☆受付期間……７月12日㈮～８月９日㈮
☆試験に関するお問合せ・お申込み
　　消防本部総務課　☎ 35－4382（内線㆒₀㆒₀・㆒₀㆒㆒）

図書館情報

○ 「夏休みの工作と自由研究図書」の展示･貸出を行います。

『爆 心』 青来　有一　文藝春秋
『気づく力』 木村　藤子　主婦と生活社
『喜劇大コフタ』 J.W．ゲーテ　鴎 出 版
『ひとりぼっちの幸せ』 みつはしちかこ　イースト・プレス
『東北から見える日本』 山本　陽史　山形大学出版会

今月のMiniコレクション

新刊情報

五所川原地
区消防事務
組合職員の

募集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

『
出
前
講
座
』
は
じ
め
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問（
⓹柒
）３
６
０
１

☎

（
⓹柒
）３
６
０
２

FAX



町からのお知らせ　　HOT INFORMATION

13 平成25年７月号

火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
JU
L 
20
13
.

　

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合

五
所
川
原
消
防
署（
本
部
併
設
）が

完
成
し
、
６
月
3
日
よ
り
、
高
機

能
消
防
指
令
台
の
運
用
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
機
能
消
防
指
令
台
へ
と
切
り

替
わ
っ
た
事
で
、
1
1
9
番
通
報

を
受
け
た
際
、
各
消
防
署
の
出
動

体
制
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
機
能
消
防
指
令
台
へ
切
り
替

わ
っ
た
事
で
、
1
1
9
番
へ
通
報

す
る
と
、
災
害
現
場
が
瞬
時
に
特

定
で
き
、
そ
の
場
所
を
速
や
か
に

各
消
防
署
へ
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
消

防
署
の
加
入
電
話
へ
連
絡
す
る
よ

り
、
1
1
9
番
へ
通
報
し
た
方
が
、

出
動
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
ま
す
。

　

消
防
や
救
急
の
要
請
を
す
る
際

は
、
１
１
９
番
へ
の
通
報
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
説
明
書

を
よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
正
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①�

人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

い
。

②
風
が
強
い
時
は
遊
ば
な
い
。

③
子
供
は
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

④�

ま
と
め
て
一
度
に
火
を
つ
け
な

い
。

⑤�

打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
物
は
、
途

中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
を
の

ぞ
か
な
い
。

⑥
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
。

⑦
花
火
を
ば
ら
し
て
遊
ば
な
い
。

⑧�

花
火
を
す
る
時
は
水
を
準
備
す

る
。

◆ 

夏
の
企
画
展
﹁
恐
山
夢
幻
︱
守
谷

俊
亮
の
世
界
︱
﹂
開
催
！

　

平
成
㆓叅
年（
二
〇
一
一
）逝
去
し
た

五
所
川
原
市
の
水
彩
画
家
守
谷
俊
亮

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
晩
年
の

大
作
「
恐
山
夢
幻
」
シ
リ
ー
ズ
を
中

心
に
、
風
景
か
ら
動
植
物
、
写
実
画

か
ら
心
象
画
ま
で
一
堂
に
紹
介
し
、

守
谷
作
品
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

■
日
時
…
７
月
㆒叅
日
㈯
〜
９
月
㆒⓹
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
㆕⓹
分
／
■
休

館
日
…
毎
週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝

日
／
■
入
館
料
…
通
常
料
金（
一
般

㆓₀₀
円
、
高
校
・
学
生
㆒₀₀
円
、
小
・
中
学

生
⓹₀
円
）

◆
稀
少
な
逸
品
寄
贈
さ
れ
る
！

　

最
近
博
物
館
に
寄
贈
い
た
だ
い
た

資
料
の
中
か
ら
、
レ
ア
な
逸
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
手
廻
し
計
算
機
。
電
子

計
算
機
と
は
異
な
り
、
多
数
の
歯
車

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
機
械
的
に
計

算
を
行
う
も
の
で
す
。「
タ
イ
ガ
ー

計
算
器
」
に
代
表
さ
れ
る
手
廻
し
計

算
機
は
、
か
つ
て
役
場
で
多
用
さ
れ

て
い
た
た
め
、
博
物
館
で
も
複
数
台

所
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
そ
う
し

た
卓
上
用
で
は
な
く
、
携
帯
用
手
廻

し
計
算
機
「
ア
ル
ピ
ナ（
旧
西
ド
イ

ツ
製
）」
で
す
。
荒
関
勝
康
氏（
五
所

川
原
市
）よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ピ
ナ
社
と
い
え

ば
、
今
日
で
は
高
級
車
の
改
造
メ
ー

カ
ー
と
し
て
著
名
で
す
が
、
か
つ
て

は
計
算
機
も
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

発
表
当
時
、
世
界
最
小
・
最
軽
量
を

謳
わ
れ
た
ア
ル
ピ
ナ
計
算
機
は
、
４

千
台
の
み
生
産
さ
れ
、
日
本
で
は
昭

和
㆕₀
年（
一
九
六
五
）よ
り
販
売
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

た
計
算
機
に
は
「N

o.3157

」
と

あ
る
の
で
、
後
期
の
製
品
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
楽
器
で

す
。
こ
の
た
び
沼
田
芳
樹
氏（
青
森

市
）よ
り
２
台
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
台
は
、
国
産
の
ト
ン
ボ
製
電
子

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
「
ア
コ
ー
デ
ィ
ッ

ク
ス
」（
写
真
右
）。
ア
ン
プ
に
繋
い

で
演
奏
す
る
楽
器
で
、
一
応
蛇
腹
も

つ
い
て
い
ま
す
が
、
空
気
を
送
る
た

め
の
も
の
で
は
な
く
、
エ
フ
ェ
ク
ト

（
各
種
効
果
）操
作
用
と
い
う
、
か
な

り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
製
品
で
す
。

　

二
台
目
は
、
イ
タ
リ
ア
製
エ
キ
セ

ル
シ
ァ
ー
「
９
４
０
」（
写
真
左
）。

大
正
13
年（
一
九
二
四
）ア
メ
リ
カ
に

設
立
さ
れ
た
エ
キ
セ
ル
シ
ァ
ー
社
は
、

高
級
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
メ
ー
カ
ー
と

し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
が
、
昭
和
㆓叅

年（
一
九
四
八
）よ
り
イ
タ
リ
ア
工
場

で
製
作
を
開
始
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
モ
デ
ル
９
４
０
は
、
黒
光
り
す
る

美
し
い
筐
体
、
多
彩
な
演
奏
キ
ー
、

チ
ャ
ン
バ
ー
で
増
幅
さ
れ
た
美
し
い

音
色
な
ど
、
プ
ロ
仕
様
の
逸
品
で
す
。

高
機
能
消
防
指
令
台
運
用
開
始

消
防
・
救
急
要
請
は
１
１
９
番
へ

花
火
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

VOL.32

【
☎
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１
１
１
１
】
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能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と
、
体

内
に
熱
が
こ
も
り
、
め
ま
い
や
吐
き

気
、
脱
水
症
状
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。
熱
中
症
の
正
し
い
知
識
と
対

処
法
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
、
熱

中
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①�

暑
さ
に
う
ま
く
対
処
す
る
…
外
出

時
に
は
日
傘
や
帽
子
、
室
内
で
は
、

我
慢
せ
ず
に
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

②�

こ
ま
め
に
水
分
補
給
…
泫
ア
ル
コ

ー
ル
は
水
分
を
排
泄
す
る
作
用
が

あ
る
た
め
適
し
ま
せ
ん

③�

涼
し
い
服
装
…
通
気
性
の
良
い
衣

類
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

④�

体
調
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
…
朝

食
や
水
分
を
と
ら
ず
、
暑
い
と
こ

ろ
で
活
動
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

ま
た
寝
不
足
や
二
日
酔
い
、
下
痢

な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
、
体
内

の
水
分
が
少
な
く
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
の
基
本
的
な
応
急
処
置

＊�

風
通
し
の
良
い
日
陰
や
冷
房
の
効

い
て
い
る
場
所
に
移
動
す
る

＊�

衣
類
を
ゆ
る
め
て
体
を
楽
に
す
る

＊�

冷
や
し
た
タ
オ
ル
や
氷
で
首
・
脇
の

下
や
太
も
も
の
つ
け
根
を
冷
や
す

＊�

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
食
塩
水

（
０
・
１
〜
０
・
２
％
）を
飲
ま
せ
る

夏
場
の
積
極
的
な
塩
分
摂
取
⁉

　

高
温
環
境
下
や
運
動
な
ど
で
発
汗

が
多
い
場
合
に
は
、
血
液
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
失
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
ミ
ネ
ラ
ル
補

給
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
方

で
、
夏
場
の
熱
中
症
対
策
に
と
、「
漬

物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
」
と
い

う
方
が
い
ま
す
。
人
間
の
身
体
は
塩

分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
こ
と
が
多
く
、

町
の
健
診
で
も
過
半
数
が
一
日
㆒₀
ｇ

以
上
摂
取
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

血
圧
や
腎
臓
疾
患
の
治
療
を
し
て
い

る
人
で
は
、
減
塩
を
心
が
け
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
日
頃
減
塩
し
て
い
る
人
は
、

水
分
と
塩
分
補
給
に
つ
い
て
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
だ
け
で
な
く
、
健
康
に

い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
お
腹
周
り
が
気
に
な
る
」「
メ
タ

　

日
本
笑
い
学
会
よ
り
人
星
亭
喜
楽

駄
朗�

師
匠
を
講
師
に
迎
え
、
中
央

公
民
館
に
お
い
て
『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

漫
談
〜
笑
い
は
幸
せ
へ
の
か
け
橋
』

と
題
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
〝
笑
い
は
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
〞

「
人
間
の
心
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
同

じ
で
、
開
い
て
く
れ
な
け
れ
ば
役
に

立
た
な
い
。
夫
婦
や
家
族
、
友
人
の

間
で
日
ご
ろ
か
ら
会
話
を
楽
し
み
、

お
互
い
に
支
え
あ
う
関
係
づ
く
り
が

大
切
だ
」
な
ど
、
師
匠
の
笑
い
を
交

え
た
お
話
に
、
受
講
者
は
終
始
笑
い

っ
ぱ
な
し
で
顔
も
心
も
ほ
こ
ろ
ん
だ

様
子
で
し
た
。

　

日
差
し
が
強
く
、
気
温
も
上
昇
し

て
く
る
と
心
配
な
の
が
「
熱
中
症
」

で
す
。
症
状
が
起
こ
る
の
は
、
炎
天

下
の
屋
外
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
身
体
に
は
、
暑
く
な
る
と
血
管

を
広
げ
た
り
汗
を
か
い
た
り
し
て
、

体
温
を
下
げ
る
調
節
機
能
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
調
節
機

ボ
予
防
に
運
動
を
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

何
を
ど
う
始
め
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
る
人
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
運
動

指
導
士
を
講
師
に
迎
え
、
運
動
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

予
防
や
運
動
不
足
解
消
な
ど
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

●
開
催
日
時
…
毎
週
１
回

　
　
（
月
曜
日
も
し
く
は
水
曜
日
）

●
開
催
場
所
…
中
央
公
民
館

●
講
師
…
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
　

葛
原 

仁
美 

氏

　

申
し
込
み
・
問
合
せ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で

①
仕
上
げ
み
が
き

②
え
く
ぼ
が
か
わ
い
い

①
ア
パ
コ
ー
ト
で
み
が
く

②
元
気
い
っ
ぱ
い

①
仕
上
げ
み
が
き
、フ
ッ
素
塗
布　

②
明
る
く
、

積
極
的
。
パ
パ
譲
り
で
面
白
い
と
こ
ろ

小野彩
さ

絵
え

ちゃん
（富　野）

金澤瑛
えいと

斗ちゃん
（宮野沢）

荒関獅
しおん

穏ちゃん
（向町上）

　積極的勧奨を
一時差し控えます　

　厚労省は、子宮頸がんワクチンに
ついて、因果関係を否定できない持
続的な疼痛などの副反応が報告され
ていることなどから、適切な情報提
供が出来るまでの間、定期接種を積
極的に勧奨すべきではないとの勧告
を出しました。
　町においても、子宮頸がん予防ワ
クチンの積極的な勧奨を一時差し控
えます。なお、定期接種を中止する
ものではありませんので、接種を希
望される場合は、ワクチンの有効性
とリスクを十分理解した上で接種を
受けるようにしてください。

中里 ☎（⓹柒）3920
小泊 ☎（⓺㆕）3748

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

３
歳
児
健
診
に
て

（
６
月
６
日
実
施
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

一
緒
に
運
動
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

子宮頸がん予防接種
に関するお知らせ

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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竹
内　

梨り

乃の 

（
女
・
光
正
） 

宮
野
沢

　

長　

内　

紀　

憲 

（
つ
が
る
市
）

　

白　

塚　

美　

穂 

（
尾　

別
）

　

新　

垣　

哲　

也 

（
千
葉
県
）

　

三
國
谷　

里　

美 

（
薄
市
上
）

　

小　

寺　

寛　

明 

（
薄
市
下
）

　

金　

子　
　
　

舞 

（
静
岡
県
）

　

押　

田　
　
　

真 

（
滋
賀
県
）

　

沖　

崎　

由　

佳 

（
上
高
根
）

　

北　

川　
　
　

渉 

（
秋
田
県
）

　

鈴　

木　

亜
沙
美 

（
芦　

野
）

　

角　

田　

滝　

広 

（
下
前
中
）

　

大　

石　

昌　

代 

（
北
海
道
）

　

長　

利　
　
　

誠 

（
弘
前
市
）

　

長
谷
川　

麗　

奈 

（
小
泊
派
立
）

鈴　

木　

勇　

蔵 

⓼₀ 

（
田
茂
木
）

16 火
17 水

18 木 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
　特定健診（中里保健センター）

19 金 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
　特定健診（中里保健センター）

20 土
21 日

22 月 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
　特定健診（中里保健センター）

23 火 ７：00～８：30
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
　特定健診（中里保健センター）

24 水
９：00～

14：30～16：30

健やか少年野球大会
学童水泳教室（前期）
運動教室（中央公民館）

25 木
９：00～ 健やか少年野球大会

学童水泳教室（前期）
乳児健診

26 金 学童水泳教室（前期）

27 土 18：00～ ホタルまつり

28 日 18：00～ ホタルまつり

29 月 ９：00～12：00

10：00～11：30

健康相談（保健センター）
運動教室（中央公民館）

30 火 ９：00～12：00

10：00～12：00

金魚ねぶたづくり教室（中央公民館）
こころの相談日（保健センター）

31 水 ９：00～12：00 金魚ねぶたづくり教室（中央公民館）
学童水泳教室（後期）

7　月

1 木 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）
学童水泳教室（後期）

2 金 学童水泳教室（後期）

3 土 子ども会連合会ジュニアリーダー研修会
青少年国際交流出発

4 日 子ども会連合会ジュニアリーダー研修会

5 月

９：00～12：00

10：00～11：30

10：00～

13：30～

健康相談（保健センター）
運動教室（中央公民館）
映画会（中里小家庭科室）
映画会（武田小音楽室）

6 火 10：00～

13：30～

映画会（薄市小児童クラブ室）
映画会（日本海漁火センター）

7 水

8 木

9 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

10 土 なかどまりまつり（中里地域）

11 日 なかどまりまつり（中里地域）

12 月

13 火

14 水 なかどまりまつり（小泊地域）

15 木 10：30～ 成人式（パルナス）

8　月

米　

塚　

な　

つ 

⓼⓽ 

（
福　

浦
）

松　

田　

ミ　

ヱ 

⓼柒 

（
豊　

島
）

山　

谷　

オ
ヨ
ソ 

⓽㆒ 

（
薄
市
上
）

今　
　
　

ユ　

ミ 

⓽⓹ 

（
派
立
上
）

三　

上　
　
　

勇 

⓽叅 

（
五　

林
）

鈴　

木　

金
次
郎 

⓼㆒ 

（
派
立
中
）

野　

上　

ナ　

ヨ 

⓽柒 

（
下
高
根
）

山　

田　

松　

枝 

⓼⓼ 

（
向
町
上
）

川　

島　

春　

江 

⓼柒 

（
田
茂
木
）

木　

村　

政　

則 

柒⓽ 

（
大
沢
内
）

古　

川　

イ　

サ 

⓼柒 

（
大
沢
内
）

松　

谷　

千
代
江 

⓼⓼（
深
郷
田
下
）

葛　

西　

は
る
み 

⓼₀ 

（
浜　

町
）

岡　

本　

武　

行 

⓼₀ 

（
新
町
2
）

三　

橋　

美
津
子 

⓺⓽ 

（
温
泉
町
）

岩　

川　

金　

藏 

⓼柒 

（
新
町
2
）

大　

場　
　
　

栄 

柒㆕（
小
泊
派
立
）

敦　

賀　

ふ　

さ 

⓼柒 

（
若
葉
町
）

（
５
月
届
出
分
）

５月末現在（前月比）

人　口� 12,601人（－叅⓽）
　男　� 5,956人（－㆒㆕）
　女　� 6,645人（－㆓⓹）
世帯数� 5,175戸（－㆒₀）
出生　１  ／  死亡　20
転入　17 ／  転出　37

人のうごき

（（（（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



ぐるっとなかどまり
味覚体験ツアー魅力ある中泊をアピール

　岩木川芦野堰魚道で岩木川漁業協同組合
が６月１日㈯、武田小４年生を招いてヤマ
メの放流学習会を行いました。
　晴天に恵まれたこの日は、４年生児童
14人のほか、保護者が参加。関係者のあ
いさつ後、用意された体長約16～17セン
チのヤマメ約500匹を、子どもたちは何度
も魚道を往復してバケツで１匹ずつ慎重に
放流しました。
　体験した児童は「12回も運んだ。暴れ
てて、元気がよかった。早く大きく成長し
て欲しい」と話していました。
　放流後は、学習会として魚道建設に関わ
った弘前大学農学生命科学部東准教授が「ヤマメは、川で一生過ごすだけでなく、海に出てサクラマスに成長するこ
ともある。海に出るのはメスが多い。また、この魚道は、小さい魚だけでなくカニなども通る」とヤマメの生態や魚
道の役割を説明しました。
　この放流を実施した同組合の塚本壯恆理事は「この川にはたくさんの生き物がいる。みんなできれいにして守って
いきたい」と話していました。

　

子
ど
も
た
ち
と
共
に
夢
を
造
る
会
が
滝

ノ
沢
ふ
る
さ
と
砂
防
愛
ラ
ン
ド
内
に
あ
る

砂
防
ダ
ム
で
６
月
13
日
㈭
、
中
里
小
３
年

生
児
童
を
招
待
し
、
体
長
７
、８
セ
ン
チ

の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
約
５
、０
０
０
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
関
係
者
な
ど
約
60
人
が

参
加
し
た
放
流
会
は
、
砂
防
ダ
ム
魚
道
完

成
を
契
機
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
５
回

目
の
今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
と
共
に
夢
を

造
る
会
」
を
組
織
し
て
実
施
。
昨
年
に
続

き
、
青
森
県
建
設
業
協
会
北
五
支
部
や
町

建
設
業
協
会
も
協
賛
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
同
会
白
川
勝
則
代
表
が

「
皆
さ
ん
が
放
流
す
る
ヤ
マ
メ
は
、
こ
の

魚
道
を
上
っ
て
ダ
ム
の
上
に
い
き
ま
す
。

今
日
も
ダ
ム
の
上
に
は
大
き
な
ヤ
マ
メ
が

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
放
流
し
た
稚
魚
も

元
気
に
成
長
す
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
放

流
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

関
係
者
が
ダ
ム
の
役
割
や

ヤ
マ
メ
の
生
態
な
ど
を
説

明
し
た
後
、
放
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
た
く
さ
ん

の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
が
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、
ダ
ム

上
流
へ
通
じ
る
魚
道
や
ダ

ム
下
流
に
放
流
し
て
い
ま

し
た
。

　

放
流
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
群
れ
で
泳
ぐ
稚

魚
を
み
な
が
ら
「
小
っ
ち

ゃ
く
て
か
わ
い
い
。
鳥
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
魚

道
を
上
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちと共に夢を造る 中里小学校３年生
ヤマメ放流の野外実習
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 u
p! 今月の

イチ押し
岩木川芦野魚道
ヤマメ体験学習放流会川を守っていこう


